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成果の概要

(必要に応じてページを加えて下さい。)

Hyper Suprime-Cam 用模擬観測データ ベクトル並列AMR N体コードを用いて、す
ばる望遠鏡の次期観測装置である超広視野撮像装置 Hyper Suprime-Cam (HSC) での観
測データに対応する模擬観測データの構築を行いました。そのために、まず、5123体の
N体計算を 100/h Mpc立方、200/h Mpc立方、300/h Mpc立方、の計算領域で、それぞ
れ、8回、4 回、3回、計算しました。さらに、それぞれの計算結果から、暗黒ハローの
抽出、ハローの合体系譜の作成、準解析的銀河形成モデルによる観測量の計算、をするこ
とにより、模擬銀河カタログを作成しました。この模擬銀河カタログやN体計算結果を、
奥行き方向に、近い方は小さい計算領域のデータ、遠い方は大きな計算領域なデータを並
べることにより、模擬観測データを作成しました。

球状星団形成 New South Wales 大学 の戸次賢治さんとの共同研究で、私の計算したN
体計算データと暗黒ハロー探索データを使い、ある条件を満たす粒子を球状星団粒子とみ
なし、その球状星団粒子の分布や運動を調べました。また、長崎大学の長島雅裕さんの準
解析的銀河形成モデルを使って銀河の観測量も計算し、球状星団粒子とその母銀河の観測
量との間の相関なども調べました。

円盤銀河形成初期条件 会津大学の中里直人さんと国立天文台の小林千昌さんとの共同研
究では、中里さんが 20483体の初期条件を生成し、それを 5123体のデータに粗視化した
もの私がN体計算し、その計算結果から、渦状銀河が誕生するために必要と思われる条件
を満たす暗黒ハローを選択します。この選択された暗黒ハローを構成する粒子を初期条件
から切り取り、粗視化前の初期条件の対応する粒子とその周辺の粒子を切り抜きます。現
在、ここまでおこなっており、今後は切り抜いた粒子から流体計算を行い、渦状銀河の形
成過程を調べる予定です。




